
市
川
市
議
会
2
月
定
例
会
は
2
月
19
日
に
開
会
し
、
3
月
11
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
2
0
2
0
年
度
の
施
政
方
針
及
び
教
育
行
政
運
営
方
針
並
び
に
2
0
2

0
年
度
一
般
会
計
予
算
案
等
の
議
案
を
中
心
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
市
職
員
を
重
点
配
備
す

べ
き
等
の
議
論
が
あ
り
ま
し
て
一
般
質
問
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
は
広
報
い
ち
か
わ
（
3
月
7
日
号
）
で
情
報
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
様
々
な
媒
体
で
提
供
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
議
会
に
お
い
て
会
派
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
重
要
と
捉
え
る
課
題
に

関
し
て
質
問
及
び
答
弁
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
市
川
市
議
会

が
作
成
す
る
「
い
ち
か
わ
市
議
会
だ
よ
り
」
が
5
月
9
日
に
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら
も
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
公
園
が
少
な
い
・
狭
い
」

と
い
う
市
民
の
声
に
つ
い
て

か
つ
ま
た
竜
大

質
問

施
政
方
針
の
「
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
「
全
て
の
世
帯
で
子
育
て
の
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
」
と
あ
る

が
、
市
民
か
ら
は
「
子
ど
も
を
遊
ば
せ

る
公
園
が
少
な
い
・
狭
い
」
と
い
っ
た

声
を
聞
く
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

水
と
緑
の
部
部
長

答
弁

先
ず
公
園
の
状
況
で
す
が
、
市
民
一

人
当
た
り
の
都
市
公
園
面
積
は
、
市
内

全
域
で
一
人
当
た
り
3
・
57
㎡
、
公
園

の
少
な
い
地
域
と
し
て
は
、
八
幡
、
南

八
幡
周
辺
で
、
約
0
・
5
㎡
と
な
っ
て

い
る
。そ
の
要
因
は
、土
地
の
不
足
や
、

地
価
の
高
騰
な
ど
の
理
由
で
駅
周
辺
に

お
け
る
公
園
用
地
の
確
保
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
公
園
の
少
な
い
地

域
は
、
大
規
模
開
発
な
ど
に
伴
う
公
園

整
備
の
協
力
を
求
め
、
土
地
取
引
に
注

視
し
公
園
用
地
の
確
保
に
努
め
る
。
そ

の
他
の
公
園
整
備
は
、
小
塚
山
公
園
の

拡
張
や
妙
典
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ゾ
ー
ン
内
に
新
設
公
園
を
予
定
し
て

い
る
。
次
に
公
園
以
外
の
遊
び
場
は
、

保
育
園
の
地
域
交
流
と
し
て
、
園
庭
開

放
す
る
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
の
遊
び
場

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど

も
が
屋
内
で
遊
べ
る
場
と
し
て
、
こ
ど

も
館
な
ど
が
あ
る
。
今
後
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
に
子
ど
も
の
遊
び
場

と
な
る
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

か
つ
ま
た
竜
大

再
質
問

南
八
幡
3
丁
目
の
警
察
寮
跡
地
に
保

育
園
を
作
る
（
東
大
和
田
保
育
園
を
移

設
す
る
）
計
画
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
園

庭
を
活
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

こ
ど
も
政
策
部
次
長

答
弁

警
察
寮
跡
地
は
、
Ｊ
Ｒ
本
八
幡
駅
に

近
く
、待
機
児
童
が
多
い
地
域
。ま
た
、

東
大
和
田
保
育
園
利
用
者
の
生
活
動
線

や
同
園
の
敷
地
面
積
等
を
考
慮
す
る

と
、
建
て
替
え
を
行
う
代
替
地
と
し
て

適
切
な
場
所
と
考
え
て
お
り
、
保
護
者

説
明
会
に
お
い
て
示
し
て
い
る
。
同
地

に
建
替
え
を
予
定
し
て
い
る
保
育
園
の

規
模
は
、
現
在
の
東
大
和
田
保
育
園
の

定
員
数
を
上
回
る
1
2
0
名
以
上
を
検

討
し
て
い
る
。
当
該
園
庭
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
安
全
性
の
確
保
や
東
大
和
田

保
育
園
保
護
者
の
理
解
が
必
要
と
な
る

が
、
地
域
周
辺
に
は
公
園
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
現
在
公
立
保
育
園
で
実
施
し

て
い
る
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
の
園

庭
利
用
を
引
き
継
ぐ
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

か
つ
ま
た
竜
大

ま
と
め

東
大
和
田
保
育
園
が
移
転
す
る
と
い

う
計
画
の
中
で
検
討
を
お
願
い
し
た
い

と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
。
利
用
時
間
は

限
ら
れ
る
か
と
思
う
が
、
地
域
交
流
の

一
環
と
し
て
の
園
庭
利
用
を
ぜ
ひ
検
討

し
て
頂
き
た
い
。

か
つ
ま
た
竜
大

意
見

南
八
幡
3
丁
目
の
警
察
寮
跡
地
及
び

八
幡
児
童
公
園
に
関
し
て
は
様
々
な
市

民
要
望
が
あ
り
ま
す
。
待
機
児
童
問
題

を
抱
え
る
市
川
市
と
し
て
は
保
育
園
の

整
備
が
や
は
り
優
先
さ
れ
ま
す
。
一
方

で
八
幡
、
南
八
幡
は
公
園
が
少
な
い
地

域
で
す
の
で
、
数
少
な
い
公
園
を
有
効

に
利
用
す
る
為
の
工
夫
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
園
庭
利
用
は
今
後
ぜ
ひ
検
討

し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
防
災
の
視
点
も
大
切
で
す
。
公

園
は
災
害
時
に
避
難
場
所
に
な
る
の
で

隣
接
す
る
保
育
園
に
も
災
害
対
応
用
の

井
戸
や
非
常
時
に
ト
イ
レ
等
を
利
用
出

来
る
よ
う
な
工
夫
が
あ
っ
て
も
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
提
案
し
て
参
り
ま
す
。
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南
八
幡
3
丁
目
の
警
察
寮
跡
地

奥
は
八
幡
児
童
公
園



市
川
市
斎
場
の
再
整
備
に
つ
い
て

交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を

か
つ
ま
た
竜
大

質
問

現
在
の
斎
場
の
建
物
は
、
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
と
と
も
に
、
火
葬
棟
と

待
合
棟
が
離
れ
て
い
て
動
線
が
長
く
な

っ
て
い
る
こ
と
や
ト
イ
レ
・
待
合
室
の

構
造
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か

ら
は
望
ま
し
く
な
い
建
物
と
な
っ
て
い

る
。
新
た
に
策
定
さ
れ
る
斎
場
の
再
整

備
に
向
け
た
基
本
計
画
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
方
向
性
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
を
伺
う
。

保
健
部
次
長

答
弁

市
川
市
斎
場
は
、
昭
和
55
年
（
1
9

8
0
）
の
開
設
以
降
約
40
年
が
経
過
し

て
お
り
、
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
対
応
が
不
十
分
だ

っ
た
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う

死
亡
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
火
葬
炉
数
で
は
不
足
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
斎

場
の
再
整
備
の
方
針
を
検
討
し
て
い

る
。
検
討
内
容
と
し
て
は
、
今
後
の
死

亡
者
数
を
見
据
え
た
火
葬
炉
数
の
検

討
、
そ
の
数
を
前
提
と
し
た
建
物
規
模

や
諸
室
、
設
備
等
の
検
討
、
道
路
や
緑

地
、
駐
車
場
等
の
土
地
利
用
計
画
や
再

整
備
の
進
め
方
、
建
設
費
用
の
検
討
な

ど
を
行
う
予
定
。
以
上
の
検
討
事
項
を

取
り
ま
と
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
災
害

対
応
に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
斎
場
再
整

備
基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。
ま

た
、
設
備
や
運
営
手
法
な
ど
の
詳
細
な

条
件
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
策
定
後

に
検
討
を
進
め
る
。

か
つ
ま
た
竜
大

再
質
問

ご
遺
体
を
保
管
す
る
冷
蔵
庫
の
整
備

・
充
足
等
の
検
討
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
利
用
者
か
ら
は
「
駅
か
ら

遠
い
、
夜
間
に
バ
ス
の
便
が
無
い
」
と

い
っ
た
声
を
聞
く
。
斎
場
に
行
く
為
の

交
通
機
関
に
関
し
て
基
本
計
画
策
定
時

に
公
共
交
通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
向
上
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
の
か
。

保
健
部
次
長

答
弁

来
年
度
に
策
定
す
る
基
本
計
画
は
施

設
や
設
備
の
ハ
ー
ド
面
が
中
心
と
な

る
。
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
に

関
し
て
は
、
斎
場
・
式
場
の
規
模
・
概

要
を
決
定
し
た
う
え
で
、
民
間
事
業
者

と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
い
る
。

か
つ
ま
た
竜
大

ま
と
め

ハ
ー
ド
面
が
先
と
聞
い
た
。
バ
ス
会

社
と
の
調
整
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後

の
更
な
る
検
討
を
お
願
い
す
る
。

市
役
所
新
第
1
庁
舎
及
び
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

か
つ
ま
た
竜
大

質
問

国
道
14
号
か
ら
新
第
1
庁
舎
西
側
に

あ
る
京
成
線
踏
切
を
超
え
て
北
側
へ
抜

け
る
市
道
4
2
8
7
号
周
辺
の
道
路
・

歩
道
及
び
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

街
づ
く
り
部
部
長

答
弁

新
庁
舎
周
辺
道
路
に
つ
い
て
は
、
庁

舎
整
備
基
本
構
想
に
お
い
て
歩
行
者
等

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
道
路
の
拡

幅
と
歩
行
者
空
間
確
保
の
方
針
を
掲
げ

て
い
た
。併
せ
て
駐
車
場
に
つ
い
て
も
、

国
道
14
号
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
市
道
側
か
ら
進
入
と
す
る
方
針
と

し
た
。
こ
の
方
針
か
ら
実
施
計
画
に
お

い
て
、西
側
の
市
道
4
2
8
7
号
は
、新

第
1
庁
舎
地
下
駐
車
場
へ
の
進
入
路
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
進
入
路

周
辺
の
道
路
幅
員
に
つ
い
て
は
、
最
大

約
5
メ
ー
ト
ル
敷
地
側
に
拡
幅
し
、
さ

ら
に
敷
地
内
に
は
歩
行
者
用
の
通
路
を

設
け
る
計
画
と
し
た
。
ま
た
、
市
道
を

通
過
す
る
自
転
車
は
、
国
道
14
号
に
接

す
る
敷
地
側
に
歩
道
部
分
を
拡
幅
す
る

こ
と
で
、
待
機
場
所
が
確
保
で
き
る
な

ど
安
全
性
に
配
慮
し
た
計
画
と
し
た
。

か
つ
ま
た
竜
大

再
質
問

西
側
市
道
は
道
路
構
造
令
に
基
づ
い

て
拡
幅
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

「
歩
道
」
が
整
備
さ
れ
な
い
の
は
何
故

か
伺
う
。

街
づ
く
り
部
部
長

答
弁

西
側
市
道
に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計

時
、道
路
構
造
令
に
基
づ
き
、車
道
と
し

て
必
要
な
幅
員
を
確
保
し
、
歩
道
に
つ

い
て
は
、
元
の
道
路
や
周
囲
の
土
地
の

状
況
を
踏
ま
え
、
庁
舎
敷
地
内
に
歩
行

者
用
道
路
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
平
成
28
年
3
月
に
、こ
の
計
画
で
、

千
葉
県
警
と
の
協
議
は
終
了
し
て
い
る
。

か
つ
ま
た
竜
大

ま
と
め

「
道
路
構
造
令
の
解
説
と
運
用
」
に

よ
る
と
、
道
路
構
造
令
の
適
用
範
囲
と

し
て
「
道
路
構
造
令
は
、
道
路
管
理
者

の
計
画
と
は
別
に
、
他
の
工
事
に
よ
り

受
動
的
に
道
路
工
事
を
行
う
場
合
お
よ

び
道
路
管
理
者
以
外
の
者
が
道
路
工
事

を
行
う
場
合
に
は
適
用
さ
れ
る
」
と
あ

る
。
よ
っ
て
、
今
回
の
市
道
4
8
2
7

号
周
辺
の
道
路
・
歩
道
整
備
は
庁
舎
の

建
て
替
え
に
と
も
な
う
周
辺
環
境
整
備

で
あ
る
。
よ
っ
て
国
の
道
路
構
造
令
が

適
用
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
法

令
で
あ
る
。
本
来
的
に
は
「
歩
道
」
は

市
道
部
分
に
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
地

域
の
意
見
を
よ
く
よ
く
聞
い
て
対
応
し

て
頂
き
た
い
。

市川市斎場 左側が火葬棟
中央から右が待合棟に向かう廊下

市
道
4
8
2
7
号

平
日
午
後
4
時
の
現
況

朝
の
通
勤
時
間
帯
に
も

多
く
の
自
転
車
が
通
行

す
る
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